
緑のリサイクルソーシャルエコプロジェクトチームは、「考えよう未来の地球のた
めに私たちができること」を活動テーマに地球温暖化防止活動に取組んでいます。
その活動は、今年で10年目を迎えます。
チームは、阿南光高校、小松島西高校勝浦校、小松島高校、徳島北高校の4校が連
携し、OB、OGが加わり約80名の有志の団体として活動しています。
私たちは、河川や道路・公園等の維持管理で発生する「刈草」が植物廃材として多
額の経費とともに焼却処分されてCo2排出につながっていることに着目しました。
そして、「刈草」から資源循環型肥料「もったいない２号」を開発し、地方創生に
つながる地域雇用を創出、徳島県リサイクルエコ商品として循環型社会の構築に向
けた啓発活動に取組んでいます。
その取組は、人々に対する環境への意識変革を促し県内はもとより、東京オリン
ピック・パラリンピックでの暑熱対策に、さらには東日本大震災への復興支援にま
で広がっています。
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「考えよう未来の地球のために私たちができることを」
東京五輪・パラリンピック＆東日本の復興支援活動を展開

SDGsの解決に向けた取組


